
ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ 

絵本・短編集出版 

子どもたちに夢と知識を！ 

公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 

写真： 絵本を楽しむ難民キャンプの子どもたち                               
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 １９４５年に第二次世界大戦が終結し、ビルマ（現ミャンマー）から日本軍が撤退する

と、英国に再度統治されましたが、１９４８年１月にはビルマ連邦として独立を果たし、政

府と憲法が作られました。しかし、それらはカレン族を始めとする少数民族が排他的な扱い

を受ける内容になっていたため、独立の翌年１９４９年にビルマ政府軍と少数民族軍との紛

争が始まります。この紛争は、カレン州、カレニー州内で様々な人権侵害を引き起こし、多

くの人々が国境を越えて難民としてタイへ逃れてきました。１９８４年に難民キャンプがタ

イ国境に設置されて以降、さらに多くの難民が流入し、一時、難民キャンプの人口は１５万

人を越えるまでに増加しました。近年では、第三国定住や難民の自発的帰還も進みました

が、未だに約１１万人の人々が９ヵ所難民キャンプで生活をしています。 

タイ国境で厳しい生活を送る難民の人々の文化を尊重し、子どもたちに「新しい感動の機会」と「未

来への希望」を提供する図書館活動に、ぜひご協力をお願いいたします。 



【事業の概要】 

 難民キャンプで生活をしている高齢者よりカレン族の民話を収

集、その他絵本コンクールでの入賞作品などを、カレン語とビル

マ語のそれぞれの言語で出版しています。 

 ２０１６年度は、各言語の絵本と写真本をを出版する予定で

す。 これらの本を通して、母語であるカレン語の出版物を増やす

ことにより、カレンの伝統・文化を継承することができればと考え

ています。 

 出版した絵本・短編集は、当会が運営する難民キャンプの図

書館活動において、活用させていただきます。 

公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 

【本大好き！】 

 「僕は時間があると図書館に行きます。僕や  

 友達にとって図書館はとても大切な場所で 

 す。たくさん本を読んで将来は医者になって 

 僕の民族の人々を助けたいです。 」 

 （ヌポ難民キャンプ、小6、12歳） 

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ  

絵本・短編集出版とは？ 

【ご支援額】 

 タイトル：60万円 （10万円以上の場合、ご芳名掲載） 

制作費、印刷費、絵本を広める活動費などになります。 

複数の方で併せてご支援いただく事もできますので、お問い合

わせください。 
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公益社団法人 シャンティ国際ボランティア会（SVA） 

＊詳しくは、弊会東京事務所ミャンマー（ビルマ）難民事業担当までご連絡ください。 

下絵を確認するシャンティの職員  

ソーワーコーポーポーさん 

【事業実施の流れ】 
 

事業計画書のご提案 
 

▼ 
 

支援金のご入金 
 

▼ 
 

難民キャンプでの図書館活動の実施 
図書館員の育成研修会 

絵本の出版・配架 

移動図書館活動、伝統文化活動等 
 

▼ 
 

ご支援者様への報告書の提出 

 

 【お振込先】 

    １）郵便振替＊郵便振替手数料免除 

      郵便口座：００１５０-９-６１７２４ 

      口座名：公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 

      ＊郵便振替用紙の備考欄に 「ミャンマー（ビルマ）難民キャ  

            ンプ図書館サポート募金」とご記入ください。 
 

  ２）銀行口座からのお振込の場合にはご一報ください。  
 

  ３）カード決済をご利用の方はシャンティのHPをご覧ください。 

【所得税及び法人税の優遇措置について】 

当会は特定公益増進法人です。募金は所

得税及び法人税上の優遇措置が適用され

ます。 


